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    ゴシック教会堂建築の西正面から主祭壇に向かう身廊空間において、

    空間を囲う壁面がゴシック建築に特有の高い線条的特質を獲得した

    過程を、遺構の実測データから明らかにし、さらにその過程に深く

    関わった構造的要因について論じた著者永年の研究成果。中世建築

    史上非常に重要な論題であるゴシック身廊空間形成の解明に迫る著作。
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美術史家ヴェルフリンの高弟であったフランクルが、
450年の永きにわたる全ヨーロッパのゴシック建築に
適用して総合的な理論の構築を体系化した、空前絶後
の労作である。校訂者クロスリーの 15 年に及ぶ詳細
を極めた注釈・解説付き決定版。

ゴシック芸術の創始である12世紀のサン・ドニ修道
院長シュジェールから現代までの 800 年間に遺され
た個別の歴史史料を網羅し考察・分析を加えて、 その
基本原理にかかわる評価や注解を集成した、 偉大な業
績の公刊である。

ゴシック様式の黎明期に焦点を絞り「構築術的空間論」
と名付けた方法論でゴシックという新しい建築様式の
始まりを再定義し、その成立を明らかにする。この方
法論は、建築の構法に着目した具体的な建築空間論で
あり、重要で独創的な視点を持つ極めて先駆的な研究
であり、今後の西洋建築史学に新たな方向を提示する。

ゴシックとは何か
8世紀にわたる西欧の自問
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